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日独スポーツ少年団
同時交流事業

第52回
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　7月30日（水）～8月13日（水）にかけて、第52回日独スポーツ少年団同時交流
（派遣）が行われ、北海道からは指導者1名と北海道スポーツ少年団団員1名、今年
度から対象となった、総合型地域スポーツクラブから1名の合計3名が派遣され
ました。

今回ドイツに行かせてもらうこと
ができ、たくさんの今後に活きる活
動ができました。未知の世界に飛び
込むことで新たな発見が見つかった
だけではなく、より日本の良さに気
づくこともできました。また、たくさ
んの人との関わりの中から言語のコ
ミュニケーションだけでなく、表情
や身振り手振りでのコミュニケー
ションでドイツ人との仲を深めるこ
とができました。たくさんのふれあ
いの中から一生涯続く友情が生ま

れたと思います。今後この経験を胸
に日常生活のなかでグループの先
頭に立てるように努力し、またいつ
かドイツの友人に会えることを楽し
みにして生活していきたいと思いま
す。貴重な経験の機会をくださり本
当にありがとうございました。
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　引率指導者として初めての国際交流、そして言語の壁という大きな不安との
闘いでもありました。しかし、ドイツ側の温かいサポートや工夫された様々なプ
ログラムのおかげで、とても楽しく、あっという間の２週間を過ごすことがで
きました。何より嬉しかったのは、子どもたちが言語や文化の壁を乗り越え、大
きく成長していく姿を間近で見られたことです。この交流事業を通じて、私自
身も指導者として、そして一人の人間として、かけがえのない経験をさせていた
だきました。この素晴らしい交流の価値を、これからドイツへ行きたいと願う
子どもたちや若者にしっかりと伝え、事業が未来へと継続するよう尽力してま
いります。最後に、今回の交流にご尽力くださったすべての方々に、心から感謝
申し上げます。と振り返っていました。

最初は日本団の仲間も、初対面で
話合いが円滑に進まなかったり、打
ち解けるのに時間がかかって、不安
や心配の気持ちが大きかったけれ
ど、幾度の壁を仲間と乗り越え、楽
しいことも仲間と分かち合ったこと
で、ドイツの方々とも有意義な時間
を過ごすことが出来ました。この経
験を活かして、今後の活動に前向き
な気持ちで取り組もうと思いまし
た。今回が、初めての海外で、たくさ
んの初めてのことに戸惑いや不安を
抱えつつも、仲間と共に支え合いな
がら楽しく過ごせた18日間でした。

指導者より



　道内各地の予選を勝ち抜き全国大会の出場権をかけた熱い戦いが旭川ド
リームスタジアムにおいて7月19日～21日に開催されました。18日から続
く悪天候により19日は全試合中止となり、2日間日程での開催となりました。
大会規定により、準決勝までおこない、全国への切符は抽選で決しました。

02
北海道スポーツ少年団
軟式野球交流大会

第40回

　第１試合、永山西クラブとＪＢＣ日
高ブレイヴが対戦。１回表、永山西が
2点先制するも2番手投手佐々木が
好ピッチングを見せ4回まで無失点
に抑えた。２回裏の攻撃では、投手
佐々木自らの打点で1点を返した。
勝負を決めたのは３回裏、四球から
出たランナーをレフト前ヒット、送り
バントで繋ぎ、ヒット、ツーベース、ス
クイズで４点をもぎ取った。４回にも
得点を重ね勝負ありに見えたが、5
回表、永山西も意地の攻撃を見せ４
点を返した。しかし、反撃もここま

で、逆転とはならなかった。試合は６-
８でＪＢＣ日高ブレイヴが勝利。
　試合後、２番手投手でマウンドに立
った佐々木君に話しを聞くと「厳しく
コースをつくことを意識して投げ
た。守りからリズムをとれるようにチ
ームのために投げた。」と128㎝の
小さな巨人はマウンド上では大きく
躍動した。３回裏にツーベースを放
ち２打点と活躍した小田君は、「家で
もバッティングの練習をしているの
で、絶対打つつもりでバッターボック
スに入った。」と話してくれました。
　試合について監督は、「うちの野
球はバントでつなげる野球をしてい
る。特に今回は小田のバッティングが
光った。投げては佐々木が要所を締
めるピッチングをしてくれた。よく頑
張ってくれた。」と讃えました。

vs JBC日高ブレイヴ永山西クラブ
準決勝

第１試合
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　準決勝の２試合目、東川大雪少年野球と函館本通ＪＢＣ試合は、序盤東川
大雪少年野球が初回に４点を入れるなど大きくリード。投げてはキャプテン
の小林が、3回まで得点を許さなかった。４回に１点を許したものの、終始東
川大雪少年野球のペースで試合が運び、１０－２で東川大雪少年野球が勝利
しました。

　勝ち上がり２団が決まり、大会規定上２団体の抽選となり、日高ブレイヴと東
川大雪の監督の抽選により決し、東川大雪少年野球チームが８月８日～１１日
まで三重県で開催される、エンジョイ！軟式野球フェスティバル２０２５に参加す
ることとなりました。

　試合後、監督は「相手の打線は警
戒していた。２回までパーフェクトに
抑えてくれたのが勝利を大きく引き
つけた。打線もピッチャーの好投に
答えてくれた。」と戦況を語ってくれ
ました。
　好投したキャプテンの小林君は
「最初、抑えていたが１点とられたの
が悔しかった。打撃では芯を捉える
練習をいつもしていたので成果が
出て良かった。」大所帯６０名超の団
員を抱えるキャプテンは、更に先の
目標を見据えてました。

vs 函館本通JBC東川大雪少年野球
準決勝

第2試合
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生島本部長よりご挨拶 所属ごとに自己紹介をしました

班の中で役割分担の話し合い

「人間知恵の輪」や「新聞じゃんけん」などのレクリエーションに挑戦

今回の目標決めをしました

第５1回北海道スポーツ少年大会は、道内の様々な競技の
スポーツ少年団員が集まり、北海道青少年会館Compassを
会場に総勢70名が集い開催されました。

北海道スポーツ少年大会とは・・・
北海道内の様々な競技の団員が一堂に会し、ス
ポーツ活動と集団生活を通じて心身の鍛練やリー
ダーとしての資質の向上を図ることを目的に開催
しています。北海道スポーツ少年団の活動の中で
一番歴史のある交歓交流大会です。

令和7年
8月22日～8月24日

Report

開会式のあと、やや緊張した面持ちで一人ひとりが自己紹介を行
い、これから共に過ごす仲間たちとの第一歩を踏み出しました。

13：30～  開会式・オリエンテーション

14：00～  グループ別活動

15：00～  アイスブレイク

第51回

北海道

スポーツ

少年大会

1日目



フットサルチーム「エスポラーダ北海道」のコーチ陣による特別教室が行われました。

２日目は運動を中心としたスポーツプログラムに取り組みまし
た。午前中はアスリート講師によるスポーツ教室で指導を受
け、午後には大倉山ジャンプ競技場を見学。

19：00～  講 義【スポーツ少年団とは】

20：00～  自由時間・就寝

09：30～  フットサル体験

バスケットボールチーム「レバンガ北海道」アカデミーによる教室が行われ、
チームに分かれてミニゲームを行いました。

11：15～  バスケットボール体験

リーダーの活動についての学び

特別に阿部雅司名誉館長のご厚意で、普段は立ち入ることのできない
ジャンプ台のスタート地点にも案内していただきました。

15：00～  大倉山ジャンプ競技場見学

2日目



子どもたちが楽しみにしていたバーベキュー！お腹いっぱいに味わいました。

07：00～  朝の集い

朝の軽い運動で、心と体をリフレッシュ

18：00～  夕食BBQ

20：00～  自由時間・就寝

あっという間の３日間が過ぎ、最後にはそれぞれが立てた目標
を振り返り、仲間と共に達成感を分かち合いました。
子どもたちは新たな友情と数多くの思い出を胸に、笑顔で帰
路につきました。

3日目

19：00～  キャンプファイヤー

みんなで協力してダンスで一体感を味わい、プレゼント交換
笑顔と歓声に包まれるひとときとなりました。

08：30～  リーダー会/日独スポーツ少年団同時交流 報告会

森野さんと岩崎さんから、日独スポーツ
少年団同時交流についての報告があり
ました。
国際交流やリーダー活動への関心を高
める貴重な機会となりました。



少林寺拳法千歳向陽台スポーツ少年団
石辺　琉華さん

09：30～  グループ別まとめ
　　　　　   少年大会で学んだことを振り返り、全体発表
                  思い出ボードづくり

お互いにメッセージをボードに書き合い、３日間の思い出を分かち合
いました。締めくくりは全員での記念撮影。充実した時間と、かけがえ
のない仲間との出会いが、大きな宝物となりました。

3日間共に生活したおかげで、
仲良くなることができた人もいて、
嬉しかった。同じチームになった人
や、先生たちのフォローのおかげ
で、失敗を引きずることなく、楽し
むことができました。自分の目標で
ある「いろいろな人と話をする。」
を達成できたと思っています。地元
に帰ってからは、今回参加できな
かった仲間たちにもぜひ参加して
ほしいと伝えたいです。また、来年
も参加したいと思いました。

新たな仲間と出会えた3日間でした！



令和7年度の「第8回北海道ス
ポーツ少年団バドミントン交流大
会」は9/7（日）北海きたえーるのメ
インアリーナで小・中学生309名が
参加して行われました。
大会当日は、８時５０分に開会され、
開会式では、北海道スポーツ少年団
生島典明本部長より、ご挨拶をいた
だき、全員で集合写真を撮り、９時過
ぎから競技が始まりました。
自分のレベル、学年に合わせて小
学生は１部から４部のシングルスの
試合、中学生は男女ＡＢのシングル
スの試合が行われました。この交流
大会では、順位を決めることはせ
ず、同じレベルの人と勝っても負け

ても一人3～4試合を経験しまし
た。15点2ゲームマッチで行われま
した。白熱した試合が多く、14-14
で次の1点を取った方が勝ちという
大変スリリングな試合も多く行われ
ました。試合を通して、自分のよいと
ころ、課題をつかみ、これからの自
分の明確な目標を見つけることが
できたのではと思っています。
参加した子どもたちが、北海道の
仲間とバドミントンに親しみ、自分
の成長を意識できた試合になったと
感じています。
これからも、楽しくバドミントンに
取り組み、少しずつ少しずつ成長し
ていってほしいです。
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北海道スポーツ少年団
バドミントン交流大会

第8回



　９月２０日・２１日の２日間、
深川市総合体育館ほかを
会場に「第23回 北海道ス
ポーツ少年団バレーボール
交流大会」が開催されまし
た。男女各１６チーム、計３２
チーム・選手３３５名が参加
し、各コートで熱戦が繰り広
げられ、今年度は男子・女子
ともに釧路地区のチームが
見事優勝を果たしました。

　全国大会に進むチームも、次の目標に挑むチームも、この大会での経験
を胸に、笑顔でさらに大きく成長していってほしいと思います。
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第23回
北海道スポーツ少年団
バレーボール交流大会

これまで練習してきたことを、と
にかく全員で協力して発揮しようと
臨みました。優勝できたことは嬉し
い反面、まだ十分にできなかった場
面もあり、全国大会までに修正して
いきたいと感じました。全国大会で
は、自分たちのやるべきことをしっ
かりと実行し、仲間と協力し合いな
がら、どんなときも笑顔で楽しんで
バレーボールに取り組みたいと思い
ます。」と、次なるステージへの決意
を新たにしていました。

「今大会では優勝し、全国大会へ
の出場を目標としてきました。次の
舞台では、まず一回戦をしっかりと
勝ち切り、その後は優勝を果たして
日本一を目指したいと思います。」
と、今大会での達成感と次なる挑戦
への意欲を語っていました。

キャプテン　長岡 将吾 選手 キャプテン　井関 琳賀 選手

男子の部　優勝
釧路J-Spirits
スポーツ少年団

女子の部　優勝
釧路AT-1バレーボール
スポーツ少年団



　９月１４日、千歳市スポーツセンターにて「第9回 北海道スポーツ少年団空手
道交流大会」が開催されました。
　大会では、形個人戦・組手個人戦・組手団体戦の各部門が行われ、選手たち
は日頃の練習の成果を存分に発揮しました。

「大会前の目標は、これまで道場
で練習してきた技や仕掛け方を実
際の試合で発揮し、勝利につなげる
ことでした。試合では思うようにい
かない場面もありましたが、自分の
得意とする技や、挑戦したい組手・
プレーを出すことができ、大きな収
穫となりました。
今後も大会が続くので、さらに練

習を重ね、全道大会や全国大会への
出場を目指していきたいです。」と意
気込んでいました。

「今日の大会では、自分のやりた
いことを出し切れればいいなと思っ
ていました。結果として優勝するこ
とができ、とても嬉しく思います。
高校でも空手を続け、将来はイン

ターハイでの優勝を目指して頑張り
ます。」と力強く話していました。

男子個人組手
中学2～3年生の部 優勝

女子個人組手
中学生の部 優勝

長友 純 選手 飯島 陽愛 選手
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北海道スポーツ少年団
空手道交流大会

第9回



第2回

ある参加者は、講師の山本理人氏（岩見沢教育大学キャンパス長）の講演の中で、
「各市町村が地域展開に抱える課題点の視覚イメージや、平成の文部科学省の取り
組みと現代に共通点があると聞き、私たちの団体の過去の活動を見返す機会だと思
いました。また、各団体のパネリストによる課題点の発表と、それを踏まえての様々
な組織を交えたグループディスカッションは他メンバーから自分一人では思い至ら
ない考えが発表され、とても参考となりました。」と話してくれました。

「これからの地域スポーツについて」パネル発表
やグループでのディスカッションが行われまし
た。

主催者挨拶・来賓挨拶が行われスタート

トランポリン・フロアボール・
ウォーキングフットボールで体を
動かしました。

わたしのまちのクラブ自慢が行われました。

「新しい地域スポーツ環境のかたち」
について情報交換を行いました。
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令和７年度公益財団法人北海道スポーツ協会総合型地域スポーツクラブ連
絡協議会と第２回情報交換会が2日間にわたり釧路市にて開催されました。
スポーツ少年団×総合型地域スポーツクラブ研修事業での相互連携で初め
て取材に伺いました！

北海道スポーツ協会総合型
地域スポーツクラブ連絡協議会 
情報交換会

1日目 2日目

事例発表・ディスカッションでは皆さま真
剣なまなざしで取り組み、実技交流では笑
顔はじける、とても実りある研修会となりま
した。
スポーツ少年団×総合型地域スポーツそ

れぞれの事業へ参加周知・依頼を行い共通
課題に関するテーマを設定し共に学び深め
合うことを目的として今後も連携していき
ます！

開会式

実技交流

事例発表
パネルディスカッション

グループディスカッション

情報提供



1.わたくしたちは、スポーツをとおして健康なからだと心を養います。
1.わたくしたちは、ルールを守り、他人に迷惑をかけない、りっぱな人間になります。
1.わたくしたちは、スポーツによって、自分の力を伸ばす努力をします。
1.わたくしたちは、スポーツのよろこびを学び、友情と協力を大切にします。
1.わたくしたちは、スポーツをとおして世界中の友だちと力をあわせ、平和な世界をつくります。

1.わたくしたちは、次の時代を担う子どもたちの健全育成のために努力します。
1.わたくしたちは、スポーツのもつ教育的役割を果たすために努力します。
1.わたくしたちは、子どもたちのもつ無限の可能性を開発するために努力します。
1.わたくしたちは、つねに愛情と英知をもって子どもたちと行動するよう努力します。
1.わたくしたちは、スポーツを愛する仲間とともに世界の平和を築くために努力します。

日本スポーツ少年団 団員綱領

日本スポーツ少年団 指導者綱領

•柳谷 賢二 •越谷 邦子 •渡邊 道太郎 •葛葉 洋平 •橋本 恵 •太田 祥子 •豊吉 純 •小西 紀雄

北海道スポーツ少年団 広報普及部会

　みなさんこんにちは！元気にスポーツ少年団活

動してますか！今年は暑かったですね～けがもそ

うですが熱中症にも十分注意して活動されてい

たことと思います。これから北海道は冬に向かい

ますが、今度は寒さに負けずスポーツしましょう！

　今回のQuality of Lifeでは、総合型地域ス

ポーツクラブ連絡協議会情報交換会を取材させ

ていただきました。

　日本スポーツ協会では人口減少等の社会課題

や、スポーツをする機会の減少・スポーツ人口の

減少、子どもの体力低下等のスポーツ全体の課題

等の検討を進める中で、スポーツ少年団と総合型

地域スポーツクラブとの連携を不可欠と捉え２０２

４年度から連携取組を開始しました。

　今回の日独同時交流にも総合型地域スポーツ

クラブからの派遣もこの取組の一環です。

　北海道スポーツ少年団でもお互いを知り、ス

ポーツを愛する仲間として、交流を増やして行け

るといいなと思っています。

北海道スポーツ少年団

広報普及部会員　K.Y

編集後記

（公財）日本スポーツ協会指導者マイページ
インターネット上のJSPO指導者専用のページで登録情報の確
認・変更、更新手続きが行えるほか、マイページでしか得られない
情報・サービスの提供を行っています。

北海道スポーツ協会ホームページ
北海道スポーツ少年団だけではなく、国民スポーツ大会の開催な
ど北海道内のあらゆるスポーツの情報を行なっています。

北海道スポーツ協会 lnstagram
北海道スポーツ協会主催の大会や研修会、北海道立総合体育セン
ター「北海きたえーる」で実施している子どもたちの活動状況など
の様々なコンテンツを配信しています。


